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表紙写真：玉ねぎ定植作業の様子
（湧別町南兵村一区

吉村智之さん圃場にて）

と開会挨拶を述べる中川組合長（写真左円内）

朗
唱
し
始
ま
り
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
中
川
菊
夫
組
合
長
が
、

「

年
度
事
業
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
か

２６ら
の
良
質
な
農
畜
産
物
の
出
荷
に
支
え
ら

れ
、
本
年
度
の
販
売
実
績
額
が
１
２
６
億

６
千
万
円
余
り
と
計
画
を
大
き
く
上
回
り
、

１
億
７
２
０
０
万
円
の
剰
余
金
処
分
案
を

提
案
出
来
る
の
も
、
組
合
員
の
皆
様
の
積

極
的
な
農
協
事
業
へ
の
結
集
の
賜
物
」
と

感
謝
の
意
を
表
し
、「
Ｊ
Ａ
へ
の
出
資
金

増
資
の
第
３
年
目
も
無
事
に
増
資
を
い
た

だ
き
、
自
己
資
本
比
率
、
固
定
比
率
と
も

に
向
上
し
、
さ
ら
な
る
財
務
基
盤
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
組
合
員
の
農
協

に
対
す
る
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
し
た

い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

農農業協同組合通常総会農業協同組合通常総農業協同組合通常総会会農業協同組合通常総会
新新
体
制
で
さ
ら
な
る
事
業
推
進
を
目
指
す

新
体
制
で
さ
ら
な
る
事
業
推
進
を
目
指

新
体
制
で
さ
ら
な
る
事
業
推
進
を
目
指
すす

新
体
制
で
さ
ら
な
る
事
業
推
進
を
目
指
す

総
会
は
定
刻
の
午
前

時
よ
り
、
山
口

１０

専
務
の
開
会
宣
言
の
後
、
出
席
し
た
組
合

員
・
役
職
員
・
来
賓
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
を

え
ん
ゆ
う
農
業
協
同
組
合
第

回
１６

通
常
総
会
が
４
月

日
、
上
湧
別
農

１０

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
組
合
員
３

３
４
名
（
本
人
出
席
１
２
９
名
、
代

理
出
席

名
、
書
面
１
７
１
名
）
が

３４

出
席
し
、
全
９
議
案
が
原
案
通
り
決

定
し
、
再
任
さ
れ
た
中
川
代
表
理
事

組
合
長
を
始
め
と
す
る
新
体
制
が
決

定
し
ま
し
た
。

（
役
員
氏
名
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

今月の主な記事
「新体制でさらなる事業推進を目指す」
第１６回えんゆう農業協同組合通常総会

２～３

役職員一同
就任挨拶 代表理事専務 菅井 誠 ４

「山口専務、９年間お疲れ様でした」
山口哲朗専務退任式
退任挨拶 前代表理事専務 山口 哲朗 ５

立茎アスパラガス「遠軽にょっきーず」収穫出荷作業
えんがる「旬」の祭典アスパラ料理フェアお知らせ ６

上湧別地区で玉ねぎ定植作業始まる
フレッシュミズ酪農班料理教室開催 ７

第１７回年金友の会総会
えんゆう酪農ヘルパー組合通常総会
えんゆう乳牛検定組合通常総会 ８

遠軽厚生病院だより ９

春季農事部懇談会 主な意見・要望 １０～１１

理事会あらまし
読者の声 １２

クロスワードパズル
優績総合表彰ＪＡとして表彰を受けました １３

平成２６年度農畜産物共励会
いもたま作造くん １４



茎 ひざし ２０１５.５

引
き
続
き
、
来
賓
を
代
表
し
て
石
田
湧

別
町
長
、
佐
々
木
遠
軽
町
長
、
高
橋
Ｊ
Ａ

北
海
道
中
央
会
北
見
支
所
長
、
越
智
オ
ホ

ー
ツ
ク
農
業
共
済
組
合
副
組
合
長
よ
り
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
武
部
新
衆
議
院
議
員
か

ら
の
祝
電
を
菅
井
誠
総
務
委
員
長
が
披
露

し
た
後
、
松
浦
健
治
氏
（
湧
別

町
北
兵
村
三
区
）、
前
島

英
樹
氏（
遠
軽
町
豊
里
）

の
２
名
を
議
長
に
選
任

し
、
議
案
審
議
に
入
り

ま
し
た
。

平
成

年
度
事
業
報

２６

告
と
決
算
報
告
、
平
成

年
度

２７

の
事
業
計
画
、
規
約
の
変
更
、
さ
ら
に
役

員
の
選
任
な
ど
、
全
９
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、
中
川
代
表
理
事
組
合
長
を
始

め
と
す
る
新
役
員

名
が
選
任
さ
れ
ま
し

１７

た
。ま

た
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
国
際
貿
易
交
渉
か

ら
北
海
道
を
守
り
抜
く
」
決
議
案
を
宍
戸

宏
光
青
年
部
長
が
、「
農
協
改
革
に
関
す

る
」
決
議
案
を
新
国
妙
子
女
性
部
長
が
強

く
読
み
上
げ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
中
川
組
合
長
の
閉
会
挨
拶
、
山

口
専
務
の
閉
会
宣
言
で
午
後
０
時

分
に

１０

全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

議長を務めた湧別町北兵村三区の松浦健治さん（左）と
遠軽町豊里の前島英樹さん（右）

行政ならびに関係機関等を代表して祝辞を述べる
石田湧別町長（左上）と佐々木遠軽町長（右上）、
ＪＡ北海道中央会の高橋支所長（左下）、
オホーツクＮＯＳＡＩの越智副組合長

ＴＰＰ等国際貿易交渉から北海道を守り抜く決議案を
朗唱する宍戸青年部長（左）と農協改革に関する

決議案を朗唱する新国女性部長（右）

第第１６回えんゆう第第１６１６回えんゆ回えんゆうう第１６回えんゆう

第１６回通常総会の様子
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平
年
よ
り
早
い
融
雪
に

よ
り
、
春
耕
起
を
を
む
か

え
、
組
合
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
何
か
と

ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

先
般
お
こ
な
わ
れ
た
農
協
役
員
改
選
で
皆
様
方
の
推

挙
を
い
た
だ
き
、
専
務
理
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
責

務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
問

題
、
そ
し
て
農
協
改
革
な
ど
、
先
が
見
通
せ
な
い
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
組
合
員
各
位
の

力
を
農
協
に
結
集
す
れ
ば
、
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
の
展
望
が
開
か
れ

る
よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
組
合
長
を
お
支
え
し
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
な
ら
び
に
ご
家
族
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
農
作
業
事

故
に
留
意
い
た
だ
き
、
今
年
も
豊
穣
の
秋
を
む
か
え
ら

れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
専
務
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

就
任
挨

就
任
挨
拶拶

代
表
理
事
専

代
表
理
事
専
務務

菅
井
菅
井

誠誠

☆
新

役

員
（
敬
称
略
）

代
表
理
事
組
合
長

中
川

菊
夫
（
上
湧
別
）
再

代
表
理
事
専
務

菅
井

誠
（
遠

軽
）
再

理
事
（
総
務
委
員
長
）

箭
内

秀
幸
（
遠

軽
）
再

理
事
（
経
済
委
員
長
）

関
口

哲
治
（
上
湧
別
）
再

理
事

阿
部

和
彦
（
上
湧
別
）
再

理
事

八
巻

武
則
（
上
湧
別
）
再

理
事

久
須
田
栄
治
（
生
田
原
）
再

理
事

岡
和
田

博
（
上
湧
別
）
新

理
事

横
尾

俊
雄
（
上
湧
別
）
新

理
事

高
橋

敬
貴
（
遠

軽
）
新

理
事

古
関

則
一
（
白

滝
）
新

理
事

馬
場

秀
人
（
使
用
人
兼
務

）
再

理
事

笹
原

重
敏
（
使
用
人
兼
務

）
新

代
表
監
事佐

藤

直
行
（
上
湧
別
）
再

常
勤
監
事石

丸

政
雄
（
遠

軽
）
再

監
事

高
橋

淳
（
生
田
原
）
再

監
事
（
員
外
）

井
上
伸
一
郎
（
上
湧
別
）
再

《《 役 職 員 一 同 》《 役 職 員 一 同 》《 役 職 員 一 同 》《 役 職 員 一 同 》
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山
口
専
務
９
年
間
お
疲
れ
様
で
し

山
口
専
務
９
年
間
お
疲
れ
様
で
し
たた

山
口
専
務
の
退
任
式
で
は
、
中
川
組
合

長
、
そ
し
て
鈴
木
職
員
会
会
長
長
か
ら
惜

別
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
女
子
職
員

な
ら
び
に
職
員
会
長
よ
り
花
束
と
記
念
品

が
山
口
専
務
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
山
口
専
務
は
「
今
日
ま

で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
も
組
合
長
を
始
め

と
す
る
役
職
員
の
皆
さ
ん
の
お
力

添
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
、

花
束
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
想
い
が
こ
も
っ
て
い
る
の

か
と
て
も
重
た
く
感
じ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
後
任
と
し
て
就
任
さ

れ
た
菅
井
専
務
か
ら
、
山
口
専
務

へ
の
感
謝
を
込
め
た
就
任
挨
拶
が

あ
り
、
役
職
員
の
拍
手
に
見
守
ら

れ
て
退
場
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
専
務
、
長
い
間
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。

４
月

日
に
開
催
さ
れ
た
第

回
通
常

１０

１６

総
会
で
の
役
員
改
選
で
惜
し
ま
れ
つ
つ
勇

退
さ
れ
た
山
口
哲
朗
専
務
の
退
任
式
と
そ

の
後
任
と
し
て
新
た
に
専
務
に
な
ら
れ
た

菅
井
誠
専
務
の
就
任
式
が
４
月

日
、
Ｊ

１３

Ａ
本
所
で
職
員
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

女子職員から花束を受け取る山口専務

を
何
と
か
救
い
た
い
」
と
奮
闘
し
、
思
い

悩
む
毎
日
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
折
、
役
職
員
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
一
言
一
言
が
ど
れ
ほ
ど

私
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
か
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
今
回
退
任
す
る
９
年
の
間
、
私

は
４
人
の
組
合
長
に
仕
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
組
合
長
が
様
々
な
問
題
に
対
処

す
る
姿
を
、
間
近
で
拝
見
し
、
微
力
な
が

ら
お
支
え
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
農
業
と
農
協
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

問
題
、
農
協
改
革
な
ど
、
難
局
が
待
ち
構

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
組
合
員
が
同
じ

志
を
持
っ
て
結
集
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う

な
難
局
も
打
開
出
来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
も
一
組
合
員
と
し
て
農
協
に
同
じ
志
を

持
っ
て
結
集
し
、
支
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆

様
の
ご
多
幸
ご
健
勝
と
え
ん
ゆ
う
農
協
の

益
々
の
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
陽
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
年
の
畑
仕
事
も
始
ま
り
を

迎
え
て
、
何
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

さ
て
、
先
日
の
第

回
通
常
総
会
を

１６

も
っ
て
、
代
表
理
事
専
務
の
職
を
退
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大
過

な
く
職
務
を
ま
っ
と
う
出
来
た
の
も
組
合

員
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
、
職
員

の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
当
時
の
旧
遠

軽
町
農
協
時
代
に

才
の
若
輩
者
だ
っ
た

３８

私
が
「
自
分
た
ち
の
農
協
を
良
く
し
て
い

き
た
い
」、「
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り

明
日
、
少
し
ず
つ
で
も
良
い
農
協
に
し
て

い
き
た
い
」、
こ
の
一
心
で
農
協
の
理
事

と
な
り
、
今
日
ま
で
の

年
間
、
理
事
、

２６

そ
し
て
専
務
と
し
て
奉
職
し
て
き
ま
し
た
。

平
成

年
に
旧
上
湧
別
農
協
と
の
合
併

１１

に
よ
り
、
え
ん
ゆ
う
農
協
が
誕
生
し
、
そ

の
後
、
丸
瀬
布
町
・
生
田
原
町
両
農
協
と

の
二
度
目
の
合
併
が
あ
り
、
地
域
組
合
員

に
愛
さ
れ
る
農
協
と
し
て
の
発
展
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
組
合
員
が
そ
れ
ぞ
れ
経

営
の
転
換
期
を
迎
え
て
、
経
営
努
力
を
し

て
も
結
果
を
残
せ
な
い
中
、「
同
じ
仲
間

退
任
挨

退
任
挨
拶拶

前
代
表
理
事
専

前
代
表
理
事
専
務務

山
口
哲

山
口
哲
朗朗
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立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス「
遠
軽
に
ょっ
き
ー
ず
」

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス「
遠
軽
に
ょっ
き
ー
ず
」のの
収
穫
収
穫

出
荷
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

出
荷
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
すす

「
遠
軽
に
ょ
っ
き
ー
ず
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
知

ら
れ
る
遠
軽
町
立
茎
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合
（
岡
村

り
っ
け
い

貴
幸
組
合
長
）
に
所
属
し
て
い
る
６
戸
の
立
茎
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
農
家
で
は
、
４
月
上
旬
か
ら

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
内
で
育
て
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
一
本

ず
つ
て
い
ね
い
に
収
穫
し
た
後
、
岡
村
さ
ん
の

お
宅
に
あ
る
選
果
場
で
サ
イ
ズ
別
に
選
果
を
お

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

この機会に遠軽町の「旬」の食材「アスパラ」料理を堪能して
みて下さい。
フェアメニューご注文の方に、各店オリジナルサービス有。
詳細は 遠軽商工会議所ＨＰ をクリック！
■期 間 ５月１日（金）～５月３１日（日）
■参加店（順不同）

居酒屋味尚本店、ホテルマウレ山荘、居酒屋炉ばた、居酒屋味の一福、北の味萃翔、
軽食喫茶コンコルド、お食事処マギー、居酒屋やすべえ、cafe’deTIROL、ホテ
ルサンシャインレストランがんぼう、焼肉ハウス美味しんぼ、中国家常酒屋456、
酒肴えんみや、ぽっぽ家大和殿、食事処まさる、ミートパビリオンYOSHIKAWA、
生田原温泉ノースキング、洋食居酒屋サルーテ、道の駅しらたき

お問合せ先 オホーツクえんがる産業振興協議会（http://www.engaru-cci.or.jp/）
（事務局：遠軽商工会議所 ℡0158-42-5201）

ええんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催えんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開えんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催催えんがる「旬」の祭典 匠のアスパラ料理フェア開催

出荷の目合わせする生産者の皆さん

こ
な
い
、
Ｊ
Ａ
か
ら
青
果
市
場
な
ど
を
通
じ
て

日
本
全
国
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
材
当
日
は
、
生
産
組
合
に
所
属
す
る

生
産
者
が
集
ま
り
、
目
合
わ
せ
会
を
開
催
し
て
、

今
年
の
作
況
や
サ
イ
ズ
、
栽
培
方
法
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
の
ハ
ウ
ス
を
回
り
な
が
ら
意
見
交
換
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
年
も
昨
年
同
様
、
良
い
作
況
と
の
こ
と
で
、

販
売
量
の
増
加
が
期
待
出
来
そ
う
で
す
。
ま
た
、

５
月
１
日
か
ら

遠
軽
町
内
の
飲

食
店
で
地
産
地

消
イ
ベ
ン
ト
「
匠

の
ア
ス
パ
ラ
料

理
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
堪
能
下

さ
い
。

ハウスの中ではにょきにょきとアスパラが伸びて収穫を待ちます

北海道産

遠軽にょっきーず
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ん
は
家
族
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
総
動
員
し
て
、
畑

作
り
と
苗
運
び
・
植
付
・
補
植
を
分
担
し
な
が
ら

作
業
し
ま
す
。

今
回
、
取
材
に
う
か
が
っ
た
湧
別
町
南
兵
村

一
区
の
吉
村
智
之
さ
ん
の
家
で
は
、
今
年
は
約

の
玉
ね
ぎ
栽
培
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
、

１１
ha

作
業
の
合
い
間
に
智
之
さ
ん
の
後
継
者
で
昨
年

就
農
し
た
諄あ

つ

郎
さ
ん
に
話
を
聞
く
と

ろ
う

「
去
年
は
就
農
し
て
初
め
て
の
年
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

父
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
良
い
玉
ね

ぎ
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

年
は
去
年
よ
り
も
っ
と
良
い
玉
ね
ぎ

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

話
し
た
あ
と
、
農
作
業
に
戻
っ
て
い

き
ま
し
た
。

今
年
の
上
湧
別
地
区
で
は
、
玉
ね

ぎ
栽
培
農
家

戸
が
極
早
生
か
ら
晩

６１

生
の
５
品
種
、
合
計
５
４
９

の
栽

ha

培
を
計
画
し
て
お
り
、
今
年
も
昨
年

の
出
来
秋
に
負
け
な
い
豊
穣
の
秋
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
下
旬
、
上
湧
別
地
区

で
は
一
斉
に
玉
ね
ぎ
の
定
植
作
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。

玉
ね
ぎ
の
定
植
作
業
は
、
２
月
に
播
種
し
て

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
育
て
た
苗
を
、
５
月

上
旬
ま
で
の
間
、
極
早
生
種
を
皮
切
り
に
中
晩

生
種
ま
で
を
順
次
、
お
こ
な
わ
れ
、
農
家
の
皆
さ

今
回
、
湧
別
町
総
合
支
所
福
祉

課
保
健
予
防
係
の
田
中
美
千
代
先

生
に
教
え
て
も
ら
い
、
花
や
自
動

車
を
か
た
ど
っ
た
デ
コ
巻
き
ず
し
、

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
ほ
う
れ
ん
草

と
ベ
ー
コ
ン
の
キ
ッ
シ
ュ
、
じ
ゃ

が
い
も
の
ス
ー
プ
、
牛
乳
プ
リ
ン

の
５
品
を
み
ん

な
で
協
力
し
な

が
ら
、
２
時
間

ほ
ど
で
お
も
て

な
し
料
理
を
作

り
、
全
員
で
美

味
し
く
い
た
だ

き
、
楽
し
い
料

理
教
室
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
様
々

な
企
画
を
考
え

て
い
き
ま
す
の

で
、
多
く
の
部

員
の
ご
参
加
よ

ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

酪
農
班
で
は
、
４
月

日
に
湧
別

２２

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
湧
別
町

錦
町
）
で
料
理
教
室
を
開
催
し
て
、

地
場
産
品
を
使
っ
て
お
も
て
な
し

料
理
を
部
員
７
名
で
手
づ
く
り
し

ま
し
た
。

地
場
産
品
を
使
っ
て
美
味
し
い
お
も
て
な
し
料
理
を
手
づ
く

地
場
産
品
を
使
っ
て
美
味
し
い
お
も
て
な
し
料
理
を
手
づ
く
りり

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農農
班
料
班
料
理理
教教
室室

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

上
湧
別
地
区
で
玉
ね
ぎ
の
定
植
作
業
が
始
ま

上
湧
別
地
区
で
玉
ね
ぎ
の
定
植
作
業
が
始
ま
るる

上
湧
別
地
区
で
玉
ね
ぎ
の
定
植
作
業
が
始
ま

上
湧
別
地
区
で
玉
ね
ぎ
の
定
植
作
業
が
始
ま
るる

上
湧
別
地
区
で
玉
ね
ぎ
の
定
植
作
業
が
始
ま
る

レシピを確認しながら調理を進める部員の皆さん

玉ねぎの植付作業をする吉村諄郎さん（中央）と
畑作りするお父さんの智之さん（右後）



第

回
年
金
友
の
会
総
会
を
、
４
月

１７

１５

日
か
ら

日
に
か
け
て
、
２
班
３
７
５
名

１７

の
参
加
を
得
て
温
根
湯
ホ
テ
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
八
巻
光
嘉
会
長
は
、

「
平
成

年
度
の
友
の
会
事
業
実
施
に
あ

２６

た
り
、
参
加
協
力
い
た
だ
い
た
お
礼
と
本

年
度
も
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
の

た
め
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
温
泉
保
養

に
多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
、
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
第
一
班
は
石
丸
常
勤

監
事
、
第
二
班
は
菅
井
専
務
か
ら
、
Ｊ
Ａ

貯
金
・
共
済
を
始
め
農
協
と
関
係
子
会
社

の
各
事
業
を
日
頃
よ
り
ご
愛
用
い
た
だ
い

て
い
る
お
礼
と
、
平
成

年
度
の
農
協
の

２６

決
算
報
告
に
つ
い
て
ご
挨
拶
を
も
ら
い
、

総
会
も
事
業
報
告
な
ら
び
に
事
業
計
画
に

つ
い
て
報
告
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
１
班
は
関
東
悟
副
会
長
、

２
班
は
宮
内
勝
博
副
会
長
の
乾
杯
音
頭
に

続
き
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
会
員
の
皆
さ

ん
か
ら
、
自
慢
の
喉
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
、
盛
会
の
う
ち
に
全
日
程
が
終
わ
り
ま

し
た
。

現
在
、
会
員
数
は
１
７
８
８
名
と
な
り
、

大
き
な
組
織
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
口
コ
ミ
に
よ
る
宣

伝
と
勧
誘
の
お
か
げ
で
あ
り
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
を
新
し
く
年
金
受
取
金

融
機
関
と
し
て
ご
指
定
い
た
だ
き
ま
す
と
、

粗
品
の
贈
呈
、
さ
ら
に
は
年
金
友
の
会
行

事
へ
の
参
加
、
年
金
優
遇
定
期
貯
金
と
、

様
々
な
特
典
が
あ
り
ま
す
の
で
、
友
人
知

人
等
の
ご
紹
介
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ひざし ２０１５.５ 警

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸
自慢ののどや踊りを披露する会員の皆さん

第第

回
年
金
友
の
会
総
会

１７
第

回
年
金
友
の
会
総

第

回
年
金
友
の
会
総
会会

１７１７
第

回
年
金
友
の
会
総
会

１７

今回、議長を務めた遠軽町美山の箭内優貴さん
（左）と上湧別札富美の熊谷直哉さん（右）

優秀農家表彰を情野組合長（左）から受け取る
㈲エムファクト代表の秋葉宏之さん（右）

え
ん
ゆ
う
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

え
ん
ゆ
う
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
第

４
回
通
常
総
会
は
４
月

日
、
Ｊ
Ａ
本
所

２３

に
て
組
合
員

名
が
出
席
の
も
と
、
湧
別

６３

町
、
遠
軽
町
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
か
ら
来
賓

を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
に
た
っ
た
澤
口
豊
副
組
合
長

は
「
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
も
堅
調
で
あ

り
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
は
利
用
料
の
改
訂
等
を
進

め
る
と
と
も
に
、
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
組
合

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
謝

意
を
表
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
平
成

年
度
事
業
報
告
な
ら

２６

び
に
収
支
決
算
等
の
全
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組
合
第
５
回
通
常

総
会
は
４
月

日
、
Ｊ
Ａ
本
所
に
て
組
合

２３

員

名
が
出
席
の
も
と
、
湧
別
町
、
遠
軽

４７
町
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
、
網
走
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
オ
ホ
ー
ツ
ク

か
ら
来
賓
を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
議
案
協
議
に
先
立
ち
、
優
秀
農
家

表
彰
が
お
こ
な
わ
れ
、
牛
群
能
力
の
部
１

名
、
生
涯
能
力
優
秀
牛
で
４
名
５
頭
が
情

野
修
組
合
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
平
成

年
度
事
業
報
告
な
ら

２６

び
に
収
支
決
算
等
の
全
議
案
が
原
案
通
り

承
認
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

え
ん
ゆ
う

乳
牛
検
定
組
合
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遠軽厚生病院だより

第

回
住
民
公
開
講
座

９３

「
～
切
れ
目
な
い
医
療
と
連
携
～
」

ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
当
院
地
域
医
療
連
携
室

へ
電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
軽
厚
生
病
院
は
基
本
方
針
の
一
つ
に
、

「
慈
し
み
あ
る
医
療
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

～
目
の
前
で
苦
し
ん
で
い
る
患
者
様
・
ご

家
族
を
自
分
の
家
族
の
よ
う
に
思
い
、
医

療
・
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
～
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
医
療
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
は
、
医
師
の

診
断
や
治
療
法
に
つ
い
て
、
患
者
様
が
他

院
の
医
師
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
先
日
、
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
活

躍
し
て
い
る
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選
手
が
、
野

球
の
試
合
中
に
肘
の
靭
帯
を
怪
我
し
た
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
彼
は
最
善
の
治

療
法
を
選
択
す
る
た
め
に
、
こ
の
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
１
９
８
０
年
代
か
ら
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
は
始
ま
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
当
院
に
も
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

外
来
が
あ
り
、
完
全
予
約
制
で
、
専
門
医

が
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
か
か
っ
て
い
る

主
治
医
か
ら
の
情
報
提
供
（
検
査
デ
ー
タ

ー
な
ど
も
必
要
）
が
な
け
れ
ば
一
般
的
な

お
話
し
か
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
主
治

医
の
承
諾
を
得
て
予
約
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。
対
象
外
と
な
る
ケ
ー

当
院
は
高
度
専
門
医
療
を
積
極
的
に
お

こ
な
っ
て
お
り
、
最
先
端
機
器
や
高
度
設

備
が
充
実
し
て
い
る
他
、
各
科
に
は
専
門

医
や
認
定
医
も
多
く
い
ま
す
の
で
、
地
域

か
ら
紹
介
さ
れ
て
来
院
さ
れ
る
患
者
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
も
し
、
紹
介
状
だ

け
を
持
っ
て
当
日
ご
自
分
で
受
付
す
る
場

合
は
、
待
ち
時
間
が
生
じ
る
な
ど
、
困
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
・
・
・
。

当
院
「
地
域
医
療
連
携
室
」
で
は
、
地

域
の
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
る
場
合
や

大
学
病
院
等
へ
紹
介
す
る
場
合
な
ど
に
お

い
て
、
当
日
の
受
診
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
に
事
前
に
医
療
機
関
と
調
節
を
行

い
、
診
察
予
約
を
と
っ
て
か
ら
、
患
者
様

へ
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
受

け
取
っ
た
予
約
票
を
持
っ
て
、
予
約
時
間

に
直
接
病
院
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

時
間
的
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

遠
軽
厚
生
病
院
の
診
療
圏

は
、
愛
知
県
と
同
じ
ぐ
ら
い

の
広
さ
で
あ
り
、
こ
の
オ
ホ

ー
ツ
ク
地
域
の
中
で
、「
地
域

セ
ン
タ
ー
病
院
」
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

当
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
地
域
医
療
連
携
室
」
で
は
地

域
住
民
の
み
な
様
が
住
み
慣

れ
た
場
所
で
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
機

関
と
連
携
を
密
に
と
っ
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
医
療
機
関
と
の

連
携
の
一
つ
で
あ
る
「
紹
介

予
約
」
と
「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

地
域
医
療
連
携
室
長
兼
看
護
副
部
長

岩

谷

さ
ゆ
り

《
当
院
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
》

お

わ

り

に

《
ス
ム
ー
ズ
な
紹
介
予
約
》



【
営
農
関
係
】

１
．
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
今
後

は
ど
う
お
こ
な
っ
て
い
く
の
か
。

⇒

研
修
等
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

少
人
数
で
の
利
用
も
多
く
あ
り
、
費
用

対
効
果
を
今
年
１
年
か
け
て
見
極
め
、

入
替
時
に
は
ワ
ゴ
ン
車
等
の
導
入
も
含

め
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

２
．
各
部
会
研
修
に
つ
い
て
助
成
を
お
願
い
し

た
い
。

⇒

部
会
研
修
の
申
請
が
あ
れ
ば
対
応
し
て

い
き
た
い
。

３
．
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
型
機
械
に
つ
い
て
、

順
次
更
新
を
願
い
た
い
。

⇒

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
投
資
計
画
に

基
づ
き
、
そ
の
時
の
有
利
な
事
業
等
を

活
用
し
、
運
営
に
支
障
の
無
い
よ
う
に

順
次
更
新
し
て
ま
い
り
た
い
。

４
．
各
農
事
部
の
人
数
が
減
少
し
て
お
り
、
地

区
同
士
で
の
再
編
協
議
が
難
し
い
の
で
、

農
協
主
導
で
農
事
部
再
編
を
お
こ
な
っ
て

欲
し
い
。

⇒

地
区
再
編
に
つ
い
て
は
、
地
区
新
役
員

に
よ
り
取
り
進
め
い
た
し
た
い
。

【
資
材
関
係
】

１
．
肥
料
に
つ
い
て
、
資
材
窓
口
で
組
合
員
の

要
望
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
人
材

ひざし ２０１５.５ 頚

春春季農事部懇談会が開催されました

３
月

日
か
ら
４
月
４
日
に
か
け
て
、

地

３０

２３

区
９
会
場
に
お
い
て
、
春
季
農
事
部
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
組
合
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
平
成

年
度
Ｊ
Ａ
収
支
決
算
、

２６

農
畜
産
物
販
売
高
、
農
協
が
お
こ
な
っ
て
い
る

事
業
進
捗
度
合
い
、
今
後
の
取
組
な
ど
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
組
合
員
か
ら
多
く
の
意
見
・
要

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
理
事
会
に
お
い
て
十
分
検
討
し
、
今
後
の
事

業
推
進
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
記
載
漏
れ
・
内
容
不
備
が
あ
っ
た
場
合

は
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

農協に対して、多くの意見・要望が寄せられました

春季農事部懇談会が開催されまし春季農事部懇談会が開催されましたた春季農事部懇談会が開催されました

春
季
農
事
部
懇
談
会

春
季
農
事
部
懇
談
会
のの

主

な

意

見
・
要

主

な

意

見
・
要

望望

春
季
農
事
部
懇
談
会

春
季
農
事
部
懇
談
会
のの

主

な

意

見
・
要

主

な

意

見
・
要

望望

春
季
農
事
部
懇
談
会
の

主

な

意

見
・
要

望

午 後午 前

４の３
１４名

屯市・５の２・５の３
２４名

３月３０日（月）

４の１・４の２
２１名

開盛・札富美・旭
１３名

３月３１日（火）

５の１
１４名

富美・上富美
１４名

４月 １日（水）

丸瀬布・白滝
１５名

安国・生田原・清里
１４名

４月 ２日（木）

合計 １５４名
遠軽・学田・清川

社名渕・瀬戸瀬第１.２
２５名

４月 ３日（金）

【春季農事部懇談会出席者】



鶏 ひざし ２０１５.５

の
育
成
を
し
て
ほ
し
い
。

⇒
今
後
に
お
い
て
は
、
出
来
る
限
り

生
産
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の

出
来
る
よ
う
な
商
品
の
提
案
と
職

員
研
修
な
ど
で
自
己
研
鑽
に
努
め

た
い
。

【
農
産
関
係
】

１
．
種
芋
の
保
管
場
所
に
つ
い
て
、
カ
ル

ビ
ー
倉
庫
で
の
対
応
を
考
慮
し
て
ほ

し
い
。

⇒

使
用
料
お
よ
び
管
理
料
を
検
討
し
、

カ
ル
ビ
ー
と
協
議
い
た
し
ま
す
。

２
．
野
菜
基
盤
強
化
事
業
に
つ
い
て
、
採

択
に
な
ら
な
か
っ
た
理
由
を
教
え
て

ほ
し
い
。

⇒

不
採
択
の
理
由
に
つ
い
て
は
詳
細

な
連
絡
は
な
い
。
全
国
規
模
の
応

募
に
対
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
の
高
い

順
番
で
の
採
択
で
あ
り
、
当
農
協

が
ど
の
位
置
に
あ
る
か
不
明
。

３
．
新
築
建
築
予
定
の
小
麦
施
設
利
用
料

を
教
え
て
ほ
し
い
。

⇒

事
業
見
積
が
現
在
の
と
こ
ろ
出
て

き
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
詳
細

の
算
出
は
出
来
な
い
。
た
だ
し
、

新
築
す
る
た
め
現
状
よ
り
は
固
定

費
が
上
昇
す
る
と
考
え
て
い
る
。

【
畜
産
関
係
】

１
．
新
聞
な
ど
の
報
道
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム

乳
価
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
当
農
協
で
は
何
か
考
え
て
い
な

い
の
か
。

⇒

昨
年
度
取
り
進
め
た
乳
牛
導
入
助

成
事
業
に
、
生
乳
増
産
奨
励
事
業

を
加
え
て
選
択
制
と
し
、
対
策
を

お
こ
な
い
ま
す
。（
乳
牛
導
入
時

の
助
成
金
ま
た
は
生
乳
増
産
出
荷

に
対
す
る
助
成
金
）

２
．
牧
野
事
業
に
お
い
て
、
乳
牛
は
き
ち

ん
と
ス
テ
ー
ジ
毎
に
分
け
て
管
理
を

お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

⇒

３
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
管
理
を
お

こ
な
っ
て
い
る
が
、
再
度
管
理
に

対
し
て
、
授
精
業
務
・
妊
鑑
業
務

を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
管

理
】

１
．
出
資
配
当
に
つ
い
て
、
Ａ
コ
ー
プ
な

ど
の
関
連
会
社
の
商
品
券
な
ど
で
の

対
応
で
あ
れ
ば
、
再
度
農
協
に
利
益

を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
。

⇒

法
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
可
能
か
ど

う
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

２
．
将
来
の
た
め
に
も
農
協
が
出
資
し
て
、

農
業
法
人
を
作
る
考
え
は
な
い
か
。

⇒

将
来
的
に
は
必
要
と
考
え
ら
れ
る

が
、
現
在
は
具
体
的
に
は
考
え
て

い
な
い
。

３
．
利
用
高
配
当
は
農
協
に
積
み
立
て
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

⇒

基
本
的
に
、
増
資
中
は
組
合
員
へ

出
来
る
だ
け
お
返
し
し
た
い
。

４
．
出
資
配
当
は
今
後
も
続
け
て
い
く
の

か
。

⇒

続
け
て
ま
い
り
た
い
。

５
．
組
合
員
と
准
組
合
員
の
割
合
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
准
組
合
員
の
利

用
規
制
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
農
協
に

ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

⇒

当
期
末
で
の
割
合
は
、
正
組
合
員

．
３
％

准
組
合
員

．
７
％

１１

８８

の
割
合
と
な
る
。

国
は
、
一
方
で
農
協
の
イ
ン
フ
ラ

に
よ
り
地
域
住
民
の
生
活
を
守
る

役
割
を
課
し
、
Ａ
コ
ー
プ
、
給
油

所
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持

す
る
利
用
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
う
一
方
で
は
今
回
の

農
協
改
革
で
提
案
さ
れ
た
通
り

「
准
組
合
員
に
対
し
て
利
用
制
限

を
か
け
る
」
と
い
う
考
え
を
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
考
え
は

相
反
し
て
お
り
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

国
は
農
協
の
実
態
を
も
っ
と
理
解

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

万
が
一
、
金
融
事
業
に
准
組
合
員

規
制
が
か
け
ら
れ
た
事
を
想
定
し

た
時
、
影
響
を
受
け
る
貯
金
量
は

准
組
合
員
・
員
外
者
が
持
っ
て
い

る
全
体
の
約
半
分
の
貯
金
量
と
な

り
ま
す
。
准
組
合
員
に
規
制
が
か

か
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度
ま
で
許

容
範
囲
と
す
る
か
で
大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま
す
が
、
仮
に
「
総
体
貯

金
量
の
利
用
規
制
は
３
割
ま
で
と

す
る
」
と
な
っ
た
場
合
、
当
農
協

の

％
の
准
組
合
員
貯
金
量
は
放

４０
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

そ
の
貯
金
量
は
全
体
の

％
、

２０

６３

億
２
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
一
年

で
増
加
す
る
貯
金
量
を

年
度
に

２６

増
加
し
た
５
億
円
と
し
て
換
算
す

る
と
、

年
を
超
え
る
貯
金
積
み

１２

上
げ
量
が
一
瞬
に
て
消
え
る
事
と

な
り
、
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。

【
そ
の
他
】

１
．（
株
）ゆ
う
ゆ
う
入
居
時
の
居
宅
料
に

つ
い
て
、
入
院
し
た
場
合
の
料
金
に

つ
い
て
知
り
た
い
。

⇒

食
事
代
の
み
差
し
引
い
た
金
額
に

て
請
求
を
お
こ
な
う
。（
家
賃
と

共
益
費
の
み
の
支
払
い
）

２
．
光
回
線
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
つ
い
て
、

希
望
者
を
募
っ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
働
き
か

け
し
て
ほ
し
い
。

⇒

利
用
出
来
な
い
地
域
の
把
握
を
お

こ
な
い
、
署
名
な
ど
を
通
じ
Ｎ
Ｔ

Ｔ
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

３
．
牧
草
作
業
時
の
シ
ー
ト
掛
け
手
伝
い

に
つ
い
て
、
本
年
も
変
わ
ら
ず
継

続
し
て
ほ
し
い
。

⇒

今
年
度
も
引
き
続
き
継
続
し
て
い

く
。

４
．
給
油
所
の
営
業
時
間
を
再
考
し
て
ほ

し
い
。

⇒

状
況
を
把
握
し
て
検
討
し
た
い
。



読
者
の
声

今
年
の
冬
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て

皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
れ
ま
し
た
ね
。
よ

う
や
く
畑
の
土
も
出
て
、
農
作
業
が

始
ま
る
季
節
が
訪
れ
ま
し
た
。
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
曾
孫
が
小
学
校
に
入
学
し

て
、
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
も
ら
い
、
目
頭

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
成
長

は
早
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち

は
一
年
一
年
衰
え
る
ば
か
り
で
す
。

（
匿
名
）

今
年
は
あ
れ
だ
け
多
か
っ
た
雪
も

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た

ね
。
ま
だ
ま
だ
元
気
な
お
便
り
待
っ

て
い
ま
す
。

桜
前
線
が
北
上
し
て
来
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
格
的
に
農
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
主
人
と
二
人
三
脚
で
豊
穣

の
秋
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
（
Ｐ
．Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

今
年
は
駆
け
足
で
や
っ
て
き
た
春

で
し
た
ね
。

Ｊ
Ａ
も
営
農
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
健
康
管

理
と
農
作
業
事
故
に
ご
留
意
願
い
ま

す
。昨

年
よ
り

日
早
く
原
種
チ
ュ
ー

１０

リ
ッ
プ
が
咲
き
ま
し
た
。
雪
が
多
か

っ
た
冬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ク

タ
ー
が
早
く
か
ら
畑
に
入
れ
た
か
と

思
う
と
、
ま
た
雪
と
か
、
今
年
の
天
候

も
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
ね
。
そ
ん
な
中
で
も
生
産
者
の

皆
様
、
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

（
Ｐ
．Ｎ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
お
ば
さ
ん
）

今
、
ま
さ
に
上
湧
別
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
公
園
も
見
頃
を
む
か
え
て
い
る
頃

で
す
が
、
今
年
も
豊
穣
の
秋
を
祈
念

す
る
ば
か
り
で
す
。

理

事

会

の

あ

ら

ま

し

第
４
回
理
事
会
（
平
成

年
４
月

日
）

２７

３０

◇
報
告
事
項

１
．
春
季
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・

要
望
に
つ
い
て

２
．
年
金
友
の
会
総
会
結
果
に
つ
い
て

３
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

４
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

５
．
そ
の
他

◇
議

案

１
．
役
員
改
選
に
か
か
る
執
行
体
制
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
平
成

年
度
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ

２７

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
役
員
退
任
慰
労
金
の
支
給
方
法
・
支

給
時
期
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
平
成

年
度
業
務
報
告
書
及
び
連
結

２６

業
務
報
告
書
の
行
政
庁
提
出
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
貸
付
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
役
員
に
対
す
る
資
金
貸
付
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

８
．
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善
状
況

等
の
報
告
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

９
．
平
成

年
度
生
乳
増
産
経
営
安
定
化

２７

対
策
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

．
遠
軽
町
停
電
対
策
事
業
に
つ
い
て

１０

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

．
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
関
す
る

１１

ク
ミ
カ
ン
貸
越
極
度
額
設
定
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

．
出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

１２

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

ひざし ２０１５.５ 芸



迎 ひざし ２０１５.５

応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、
身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ５月２５日（月）

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

日
本
で
は
水
洗
化
が
進
ん
で
い
ま
す

３

足
袋
に
付
い
て
い
る
金
具

６

方
位
磁
針
の
Ｎ
極
が
指
す
方
角

７

は
っ
き
り
し
な
い

模
糊
（
も
こ
）

と
し
た
状
態

８

海
流
と
も
呼
ば
れ
る
親
潮

６
月
の
第
３
日
曜
日
は

の
日
で
す

１０

漢
字
で
書
く
と
軍
鶏

ニ
ワ
ト
リ
の
一

１２

種
で
す

す
ず
り
で
す
り
ま
す

１４

ア
ン
デ
ル
セ
ン
や
グ
リ
ム
兄
弟
が
著
し

１６

た
も
の

ご
ま
な
ど
を
油
を
ひ
か
ず
に
加
熱
す
る

１８

こ
と

梅
雨
時
は
食
物
や
浴
室
に
生
え
や
す
く

２０

な
り
ま
す

レ
イ
シ
と
も
い
わ
れ
る
果
物

２２

ワ
タ
の
種
子
か
ら
取
っ
た
繊
維

あ
る

２３

い
は
そ
れ
で
織
っ
た
布

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

６
月

日
は

の
記
念
日

１０

２

に
ょ
ろ
り
と
長
い
胴
を
持
つ
小
動
物

３

男
女
が
出
会
っ
た
途
端
に
落
ち
る
こ
と

も

４

関
東
で
は
養
殖
の
ブ
リ
、
関
西
で
は
若

い
ブ
リ
を
こ
う
呼
び
ま
す

５

易
者
が
占
い
に
使
う
細
い
棒

７

傘
を
忘
れ
た
の
で
軒
先
を
借
り
て
…
…

９

ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
で
す

ま
つ
げ
に
塗
る
化
粧
品

１１

割
、
分
、
厘
の
さ
ら
に
下

１３

現
在
を
挟
ん
で
過
去
と
は
反
対
側

１５

み
そ
汁
に
よ
く
入
れ
ら
れ
る
海
藻

１７

に
就
い
て
、
用
意
、
ド
ン
！

１９

詰
め

ガ
ラ
ス

ビ
ー
ル

２１

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

〜応募方法〜

北海道信連が全道のＪＡを対象に共励事業として毎年おこなっている「北海道信用事業優績ＪＡ

選考基準」の選考の中で、当ＪＡが総合的に上位に位置する成績であったことから「総合表彰ＪＡ」

として表彰を受けました。

貯金量の増加、各種ローンの取扱、年金

受取口座の獲得、ＪＡカードの推進等、金

融事業全般にわたる推進実績が認められた

ものと判断いたします。これも組合員の皆

様をはじめ地域の方々の多方面にわたるご

協力ご愛顧の賜物と深く感謝申し上げます。

この表彰を機に、皆様からさらなる信頼

される金融機関を目指して役職員一同努力

してまいりますので、今後ともよろしくお

願い申し上げます。

〜応募方法〜

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

２２

１０

Ａ
３

Ｃ

２３

１２

１

２

Ｂ

Ｄ

４

５

１４

１６

４月号の答えは「ハナミズキ」でした。
農作業事故には留意願います。
当選者は下記の方々です。

湧 別 町 富 美

湧別町南兵村二区

湧別町南兵村三区

松田 清子 さん
原田 貞子 さん
片岡 節子 さん

２０

１９

７

Ｅ

９

１５

１１

１３

１７

１８６

８

２１

全道のＪＡバンクでＪＡえんゆう全道のＪＡバンクでＪＡえんゆうがが
「優績総合表彰ＪＡ「優績総合表彰ＪＡ」」の表彰を受けましたの表彰を受けました

ＪＡの取り組みが高い評価を受けました
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月号

ひざし ２０１５.５ 鯨

漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁

玉葱の部
本人希望のため氏名未掲載

（５の３地区）

反当たり収量

７,４１０㎏

小麦の部
藤井 浩行 氏
（５の１地区）

反当たり収量

６８０㎏

甜菜の部
山口 秀雄 氏
（４の２地区）

ha当たり糖収量

１３.７８ｔ
牛乳の部
安藤 弘司 氏
（札富美地区）

１頭当たり生産乳代

１,０６１,４１１円

馬鈴薯の部
斉藤 範幸 氏
（白滝地区）

反当たり収量

３,８０３㎏

ブロッコリーの部
花木 慶喜 氏
（４の２地区）

反当たり金額

２３０,６０４円
総合乳質の部
須藤 智弘 氏
（丸瀬布地区）

㎏当たり乳代

９２.５１９円

本年度より各作目の最優秀者を表彰す
ることといたしました。
今後、年１回、５月の広報誌にてお知
らせいたします。

平成２６年度
農畜産物共励会 各 賞 決各 賞 決 定定各 賞 決各 賞 決 定定各各 賞 決 定各 賞 決各 賞 決 定定各 賞 決 定
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